
















          朝鮮では間歇的（新羅 6-7C、渤海 8-9C はさかん）で中国年号と併用が多い 



























 在位初改元大幅遅延（践祚翌々年末までなし）：後円融（1371.3.23 践祚、74.12.28 即位、75.2.27
                         
1 『改元部類』（『大日本史料 第六編之一』建武元年正月二十九日条）。 
2 「年号名改元」の「年号名」は新年号名。 
3 『大日本史料 第七編之一』応永元年七月五日条。 
4 『春日社司祐範記』(『大日本史料 第十二編之二十二』元和元年七月十三日条、所収) 








永和改元 崇光院─伏見宮栄仁親王との皇位争い）称光（1412 応永 19.8.29 践祚、代始改元を阻
止した義持薨去後、1428 応永 35.4.27 代始により正長改元、同年 7.20 崩御。称徳→光仁の間の道
鏡事件に類比される簒奪の危機克服7。 後陽成（践祚 1586.11.7 秀次関白継承 1591.12.27 文
禄改元 92.12.8 は秀次関白代始とみるべき8） 後水尾（践祚 1611.3.27 豊臣滅亡 1615.5.8 元
和改元 1615.7.13） 霊元（践祚 1663.1.26 内裏炎上により延宝改元 1673.9.21、その前の寛文
改元 1661.4.25 も内裏炎上） 
 





改元：周知させる際に全統治空間の官僚制が（沈滞していても）活性化される  ┗私年号も 
          国家意識も活性化される 
改元と組み合わせて全国的施策を行うと効果的：災異改元には災害救援・復興の意味も 















1045.1.16 後冷泉践祚→10.21 寛徳荘園整理令→1046.4.14 永承改元（代始） 
 
白河院：「白河院御治世寛治年中(1087-94)諸国惣撿公田九億四万六千余町」 
  （『続群書類従』巻 816『峰相記』、坂本賞三 326 頁で、信頼性不確実と断りつつ引用） 
1081 辛酉、84 甲子、87 堀河代始の寛治改元→諸国惣撿で支配体制強化→改元（その他 96 97 




                         
7 平山[2004][2005]を参照。 












い」（久保 255 頁） 
 
Ⅲ 革年改元の起源 













に格下げ11。ちなみに 690 庚寅年の即位・武周革命12は革年ではない。 
 
 聖武 721 甲子年即位・神亀改元。光明・孝謙＝称徳は則天をモデルとした。聖武~孝謙＝称徳期




                         






































＝1260 年が一蔀であり、1320 年は計算違いとし、聖徳太子が推古９＝601 年の 1260 年前を神武元
年に設定したとする那珂が通説となっているが、安居は総合的に考えて 1320 年とすべきとし、元
は辛酉ではなくその次の壬戌、蔀は辛酉に始まるので、1320 年のなかに 21 元しか含まれないとす
る一条兼良説に着目しつつも、元が壬戌に始まる根拠は示されていないとする。 
 
（安居 122-3 頁の表に補訂を加えた） 


















ない。「廿一元為一蔀」は 21 元＝1蔀の意味ではないと解することができれば、それは 1蔀＝22 元
と矛盾しないことになる。「四六二六交相乗」を、４×60＝240 年と 2×60＝120 年とを順次足し合
わせて行くとしても、さらに複雑な清行説を採っても、1260 年は、「四六二六交相乗」による区切
りの途中に当たる（表の、「那珂説の致命的不整合→」を参照）ので、一蔀ではありえない。した




                         
14 讖緯説を背景として作られ、元和 2=85 年に施行された後漢四分暦（藪内 a、227 頁、b、33 頁）
の章（19 年＝ギリシャ天文学のメトン周期）・蔀（4章＝76 年＝ギリシャ天文学のカリポス周期）・
紀（20 蔀＝1520 年）・元（3紀＝60 蔀）以降定着した章・蔀・紀・元の法を麟徳暦は廃し、天文定


























































 したがって、那珂説の採る推古 9＝601 年ではなく、661 年＝竜朔元年＝天智称制開始が、辛酉
革命論の基準年と考えられる。 
 中国史において 661 辛酉・664 甲子以前に、干支革年改元による正当化を要請するほどの大事件
は見られないとすれば、武后の実権掌握を正当化すべく、竜朔・麟徳改元の回顧的解釈で干支革年
論が成立したと思われる。「革命勘文」は後漢の鄭玄(127-200)による注も引いているが、発案者が










行）とあり、641 ころには既に A.D.が唐に伝わっていた（羽田 158 頁）。キリスト＝世尊＝応身、
贖罪死＝捨身布施、キリスト再臨＝弥勒下生と理解され、660 年周期に釈迦・キリスト・則天が現
れたとされたのではなかろうか16。 
                                                                                 

















































聖武：724 甲子、元正からの禅譲で即位同日神亀改元。藤原氏所生初。父文武 15 歳即位より大













の干支革命論は元来非 or 反易姓革命論→父系原理の強固な中国では消え去り、日本で根付いた。 

















































同年 11.17甲子日に承暦改元。改元が遅れたのは、翌 1078 年戊午革運改元を予定していたから？ 














後醍醐 1318 戊午践祚、1321 辛酉.2.23 元亨改元。藤原資朝の勘文に「周易曰、其徳剛健而文明、
応乎天時而行、是以元亨」（『易経』大有・彖伝）とあるが、「革、已日乃孚。元亨利貞。悔亡」（『易








                         
19 『元秘別録』一勘文部（『大日本史料 第三編之一』寛治元年四月七日条） 
20 『大日本史料 第四編之九』建永元年五月六日二条。 
21 「あたらしき御世にあたりて、月日さへあらたまりにけり」（『増鏡』第十二 浦千鳥）臨時朔旦
冬至をさけるためで、あわせて 11 月 31 日をさけるため 12 月朔日を早めて 12 月を大の月に（内田
301 頁）。 


















室町最末の革年 1561/4、江戸最初の革年 1621 は改元なし。天皇権威浮上を恐れた幕府の意向23？ 
今川義元は革年 1561、手こずっても 64 上洛→改元で天下人になろうと目論んでいただろう。革
年に天下をとれば、将軍位のみならず皇位簒奪すら正統化されかねなかったと思われる。 
信長が幕府を廃した根拠は、義昭が元亀からの改元を延引したこと。勘者宣下は 1572 元亀 3.4.9
甲子日→義昭は正親町が信長と結託して、改元と併せて幕府廃絶を目指していると危惧か？→信長


















→59 桜田門外の変→61 辛酉：和宮東下・破約攘夷（有言不実行） 
1861/4 革年時、孝明の専制志向高揚27→幕藩体制崩壊→明治維新の建武中興モデル・南朝正統論 
                         
























1921/4 革年 19-20 普選運動・改革気分高揚→21 安田善治郎暗殺28・原敬首相東京駅丸の内南口
（皇居前）で暗殺29→22 山県有朋死去→24 第二次護憲運動で清浦内閣打倒・護憲三派内閣成立→25
普通選挙法等（現代民主制成立）また、20 日本社会主義同盟結成→22 日本共産党結成→25 治安維
持法 




西暦  改元回数  代始  革年  その他のみ  備考 
 701~  ３            ３   701 大宝建元、和銅霊亀が代始改元初例 
 711~  ２    １       １    (元正~光仁践祚＝即位日改元) 30 
 721~  ２    １＝１   １   神亀改元甲子年・聖武即位日 天平改元直後に光明立后 
 731~  ０            ０ 
 741~  ２    １       １   四字年号・749 年二度（則天に倣う） 
 751~  １            １ 
 761~  ３    １       ２   淳仁代始なし 道鏡法王→神護慶雲（「天平」放棄） 
 771~  ０            ０                  
 781~  ２    １   １   ０   天応は瑞祥によるが、辛酉年辛酉日元日の改元 
 791~  ０            ０    
 801~  ２    ２       ０   桓武~淳和
間、一世一元慣行
 
 811~  ０            ０   延暦~天長 
 821~  １    １       ０ 
 831~  １    １       ０ 
 841~  １        ─   １   842=承和９の承和の変が革年ならば、改元で正統化した？ 
 851~  ４    ２       ２ 
 861~  ０            ０ 
 871~  １    １       ０   清和~宇多
間、一世一元慣行
 
 881~  ２    ２       ０   貞観~寛平    
 891~  １    １       ０   宇多践祚887.6,即位同11→改元889.4阿衡の紛議で遅延？ 
                         
28 「然らば即ち、革命の機運は熟し、随所に烽火揚り、同志は立所に雲集せん」（朝日平吾 斬奸状） 
29 犯人の中岡艮一は中岡慎太郎の孫を自称、「内閣総理大臣原敬就任以来政道を掌どるに私欲をはさ
み己の利す処に万民の愁苦を顧みず列国の笑侮を悟らず其の罪数奇（少なからず？） 若し唾手以
て之を誅鋤せずんば何時の日か天日を仰れん 憂国の志士 中岡良一」（斬奸状 豊田 158 頁。山





て、中岡の行為を天意なりと叫んだ。」（長 269 頁 谷も土佐出身）死刑求刑→無期懲役判決→T13
皇太子ご成婚で 20 年→S2 大正天皇大喪で 15 年→S3 即位大礼で 11 年 3 ヶ月に減刑、S9 出所時の
会見で、「水平運動の一志願兵として働くつもりであります。」（同 139 頁）→やがて満州へ。 
30 和銅
70 8 - 1 5
は元明践祚＝即位翌年だが、慶雲







西暦  改元回数  代始  革年  その他のみ  備考 
 901~  １        １   ０   延喜：辛酉革命・彗星・老人星・逆臣（道真）による 
 911~  ０            ０ 
 921~  １            １   延長：旱魃・疾病（咳病）以降、災異改元慣例 
 931~  ２    １<1>      １   ( )・< >内は摂関初任前・後（当年または前後年）に改元 
 941~  １            ０   があり、摂関初任に因む改元と解釈できるもの 
 951~  １            １ 
 961~  ４    ２<1>(1) ２   ０ 
 971~  ３            ３(2)  安和・天禄・天延・貞元摂関代替わり四連続 
 981~  ５    ２<1>      ３<1>  円融院末期、道隆関白→摂政→正暦改元 
 991~  ２            ２(1)  道長内覧摂関初任に関連する改元はなし 
1001~  １            １   （1017 寛仁改元は道長摂政就任翌年だが頼通初任後） 
1011~  ２    ２<1>      ０   頼通以降, 摂関も譲位31 
1021~  ３        ２   １   道長：摂関位を皇位に準じさせた 
1031~  ２    １       １ 
1041~  ２    １       １   1040,44,53,58,65 代始・革年・摂関初任以外多 
1051~  ２            ２ 
1061~  ２<1>   １       １ 
1071~  ２    １(1)      １ 
1081~  ３    １   ２   ０ 
1091~  ４            ４<1>  堀河・師通連合 vs.白河院 
1101~  ４    １       ３(1)  師通薨去後、摂関空位５年半中に堀河崩御 
1111~  ３            ３(1) 
1121~  ２    １       １ 
1131~  ３            ３ 
1141~  ４    １   ２   １ 
1151~  ５    ２<1>      ２ 
1161~  ５    ２<1>      ３ 
1171~  ３            ３   1179 近衛基通初任改元なし（清盛の傀儡） 
1181~  ５    ２       ３   1183 藤原師家・九条兼実の初任に関連する改元なし32 
1191~  １    １       ０   1190.4 建久改元翌年三合、同 11 頼朝入京・右大将 
1201~  ０        ２   ２   革年後 1206 建永疱瘡 1207 承元疱瘡洪水 
1211~  ３    １       ２ 
1221~  ５    １       ４   仲恭代始なし、承久乱後その他改元多いのは、朝廷の存在感を示すためでは？ 
1231~  ７    １       ６ 
1241~  ３    ２       １ 
1251~  ４    １       ３ 
1261~  ２        ２   ０   1274 文永役 このころ、その他改元は少ない 
1271~  ２    １       １          ↑ 
1281~  １    １       ０   1281 弘安役 元寇で国家統合容易 
1291~  ２    １       １ 
1301~  ４    ２       ２   このころからその他改元多 
1311~  ４    １       ３ 
1321~  ４        １   ３   正中は甲子年だが革令を理由に挙げず 
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